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英語語彙学習における記憶と脳波(α波)
浅 川 良 雄
Ⅰ.はじめに
1950-60年代前半全盛 であ ったAudio-
LingualMethodに対する批判 として､1960
年代後半に認知学習方式が注目を浴びたか､
教授法としては満足が得られなく､その基礎
理論にも修正や反論が出て､より効果的方法
を模索する研究がなされ､1970年代になって
人間的心理学(HumanisticPsychology)に影
響を受けた新教授法か登場してきた｡そのこ
ろ現れた教授法の一つにサジェストペディア
(Suggestopedia)がある｡これはブルか'リア
の精神医学者 ･教育学者であるロザ ノフ
(GeorgiLozanov)によって研究開発された
教投法で､始めはソ連内で実践されていたが､
カナダ､アメリカなどに1970年代に知られる
ようになった｡そこで､これに注目し､ ロザ
ノ7のところに行って研究し､一般に実行し
やすい学習法 に したのが､Ostrander &
Schroeder (1979)の スー パ ー ラ ー ニ ン グ
(Superlearning)である｡医学者で禅におけ
る脳波の研究などもしている平井富雄博士監
訳｢Superlearningスーパーラーニンク｣がは
や くも1980年に出版された｡
現代精神医学､脳科学､心理学等の研究成
果を基に､科学的に能力開発の理論と方法を
説くSuperlearningを早速実践してみたO従
来の自己学習の忘却率が高くて関っていた学
生が､この方法により楽にリラックスして意
識を集中して学習することができることを体
験すると､自己能力に自信を持ち嬉々として
自主的に学習するようになることが分かった｡
同時に､その心身リラ ノクス訓練をとうして
学生が情緒的に安定し協調的で非衝動的にな
ることなどがYGテストにより明らかになり､
落ち着いた雰囲気のクラスに変化するのが観
察された (浅川､1985仁
SRP (SelfReglationProgram,ri己恒
常性開発プログラム)(志賀､1987)により､
脳波が α波状態の時に意 識集中して学習･記
憶活動か高まる事実を知 り､その集中訓練(α
トレイニング)の幾つかを英語学;El引二応用し
てみた結果､この訓練によるリラクセーショ
ン､意識集中の状態こそ学習能力を高める基
礎条件であることか分かってきた (浅川､
1989)｡
ここに､記憶 と脳波 (α波)の関係を直接
調べる必要が生 じ､本研究をすることとなっ
た ｡
ⅠⅠ.先行研究
谷日 (1990)によれば､脳は時々刻々の生
体内外の状態を信号として受けとめ､生体が
適切に生活できるように信号を発して生体を
コントロールしている器官であるが､この信
号のや りとl)は神経の電気活動 として行なわ
れ､脳波は脳の活動水準を反映している故に
脳波研究の意義がある｡さらに､この電気生
理学的指標は､生理学的指標の中でも他の生
.I)6 1IJ火女判IlJL.矩期)(､榊1F究紀LIi第11り
化学的指標 ･放射線学的指標に比べて､生休
に対して無侵襲的であり苦痛をもたらすこと
なく､連続的記録により時間的変動を追求て
きるという点で最も有効な指標である〔 しか
し､この最新の博士論文でも､児蓑の発達に
おける正常と異常の研究で､医学における正
常者 と煽情の脳波研究の関係に似ている段階
で､学習 (記憶)と脳波 (α波)の研究に至
ってはいないC
残念なことに､学術センターの資料をコン
ピューターで探 しても学習と脳波の関係の文
献はなかった｡
年令 と脳波に関しては､外国の研究の紹介
があり､正常児の党醒時脳波について､1-2
才~までの S波優勢期､5オごろまでの C波優
勢期､5-10才までの α波出現期､10十以降
の α波優勢期等が記されているだけである
(高橋､1989,山岡 ･桜田､1992)a
こく最近､｢発達 と帖皮｣(放送大学学園放
送教育開発センター製作,1992)か出版され
た｡これは放送大学ビデオ教材である｡その
中で､伊沢秀r仙j:脳波の歴史､脳波発生のメ
カニスム､定常波､突発波､脳の活動水準と
帖 促(活動時はβ､安静時は αなど)､睡眠等
について述べてはいるだけである､続いて､
水谷徹が波形に反映される認知情報処理過程
について､東条吉郎が脳波 mappingについて
障書児の医学的診断などのことを語っている｡
しかし､学習 (記憶)と脳波 (α波)につい
ての研究はない
脳波の文献はいまのところ医学関係のもの
は多いが､学習 との関連事項は希である｡
心身医学 (心療内科)の専門医である池見
(1988)は､α波の出現している時は意識水準
が低下 しているのではなく､刺激への適切な
反応性や活動性を保ったままでの静かな寛い
だ‖党めの状態で､脳のi汗i:めに最も相応L
い条件下にあって､バランスを保った意識状
態てあるという
精 神 医学 者 ･教 育学 者で あ るLozanov
(1987)は α波状態の時には､ リラックスし
て､しかも意識的ではない精神集中かなされ､
学習効果が上がるという｡筋肉の緊張かとき
ほ ぐされ､日常のス トレスから解放され､リ
ラック7,した意識のF']由状態 ･喋想状態では､
疲労は速やかに消えていき､脳波はその機能
にブレーキをかけている総ての妨害から解き
放たれて､あらゆる種類の知識を吸収できる
状態になるという(Ostrander& Schroeder,
1970);
Bancroft(1983)は リラクセーションは脳
波的には α波状態であり､言語材料を無意識
的に吸収するのにili一献するとい:)､
精 神 神 経 免 疫 学 (Psychoneuroim-
munology)が 専 門 の 医 学 者 Borysenko
(1987)によると､静かな場所で､背中を兵っ
す ぐに楽な姿勢で座 り､目を閉 じて､息を吐
きながら筋肉を緩めて､腹式呼吸をすると､
呼吸が徐々に緩やかになっていき､ リラクセ
-ション反応か起こり､脳波は急なβ波から
緩やかなα波に移っていくO緊張を開放 L､
不安サイクルを破 り.心の平和な状態となり､
リラ､ソクスしなから精神集中状態となる｡呼
吸は [)ラ､/クスし自動的に深い腹式呼吸とな
る｡訓練により､2-3分続ければ本当に緊
張から開放された時間がやってくる｡訓練と
してはCountdown(10から1まで数える)に
より､腹式呼吸と摂悪と結合した呼吸によl上
生理及び態度に深 くて早い変化か起きる｡敏
感で気付きが良 くなり､腹式呼吸によりα波
状態 を維持する｡反対は､闘争 ･逃走反応
(fight-or-flightresponse､闘うか逃げるか
.支川 ,)‡語L"'｢棄半,.jlJに1,1ける記1LITtIqFこ′【沌 α沌
反応)で､不安 ･ストレスを生み､免疫系の
抑制閃十を増し､体調を悪くする〕例えば､
受検期の学生が風邪ひきやす くなるなど｡
志賀 (1987,1989)は､長年にわたる実験
研究結果に基づいて､α波状態においては情
報がよく脳に入る(記憶される)､いわゆる弛
緩集中 (心身がリラ､/クスし意識か集中して
いる)であるという｡β波は緊張や不安､いら
いら時の大脳の活垂狛犬態を反映する脳波であ
るという｡
脳波と許楽の関係 も､音楽療法と共に､研
究されている｡特にバロック音楽を聞くと､
リラ･ノクスし､α波になりやすかったり､α
波優勢になったリして､教材 ･情報を学習す
る能 力 を増大 させ る重人 な働 きをす る
(Lozanov,1987,Ostrander& Schroeder,
1979,Caskey,1980,志賀,1989)一しかしな
がら､tLEJl二楽は文化や個人的経験と関係が深い
rCaske)㌧1980, 浅川,1985,志賀,1987)の
で､バロ､/ク音楽の曲を聞いても､国や民族
や個人によって反応は必ずしも同一であると
限らない〔それ古如二､無縫験で先入観のない
新曲､例えば､脳力開発研究所の依栢により
作曲された α音楽をBGMにする方か障害
なく効果が上がることが実証された (浅川,
1990)oそれ以来､この α音楽を活用してい
る
要約すると､リラックスするとα波､α音
楽を聞いてもα波､さらに腹式深呼吸によっ
て意識集中の安定 した α波が出現すること
になるCこの3万法により α波が良く出現し
た状態で英語学習すれば､情報が良く脳にイ
ンプ､/トされ､良く記憶されることになるO
これまでの筆者の調査研究により､英語学
習能力を高める諸条件の中で､記憶力を高め
る学習条件として､スーパ-ラ-ニングの基
J/
礎的構成要素であるリラクセーション (身体
的弛緩･心理的弛緩上 腹式深呼吸､α青楽(>
バロ､′ク吾楽)等の有効性が実証され､学習
者はその基礎的集中訓練 (α トレイニング)
を積めば誰でも記憶保持率を向 Lさせ得るこ
とが判日月した(浅川､1985-＼)｡しかし､それ
は α波の出るという状態に訓練 (α訓練)し
ておいてのクラス学習であって､学習中の α
波の実測はできなかった｡(個人的に α訓練
中の α波測定は行なわれて､その出現率が高
いことは分かっていた｡)
以上の調査研究に基づき､今回は､ケース
スタティ的に､個人学習中の脳波 α波の実際
の出現を測定することにより､記憶 り呆持)
とα波の関係を調査することにした｡
ⅠⅠ.調査日的
以上の調査研究を基に､英語語菜学習にお
いて､学生が普通にする自己学習と､ リラク
セーション ･腹式呼吸 ･α音楽等を総合した
α訓練をしてからの α学習 との間に､記憶
(保持)とα波においてどの程度の関係があ
るか調査することを目的とする｡
Ⅳ.調査方法
A.調査対象者と教材
大学2年生 5名｡被験者 1 (Sl)～被験
者5(S5)｡ただし､被験者5は本人の病気
により結果的には一部参加 となってしまった
が､葦重なデータが得られたので､記すこと
にする｡なお､大学 1年生5名のグループ(S
Gr)によるα学習は下記教材全部を用いた
が､脳波の同時測定は行なえなかったので､
α学習を6回行なったケー スとして第 6回
L-IH tLlHi/tr;I:院tリ期-jII':肝 J/t紀■1-(節目t,J
α学習結果を比較参考に記す｡以 Lc7)調査対
象者は全妄まボランティアである
教材 (記銘材料)は､El本英語教育協会編
｢英車語一級J(日本英語教育協会発行､19861
のFrequency5の最初から84語毎に区切-'
て､Vocabularyl,2,3,4,5,6(略して､voc.
①,②,③,①,⑤,⑥)とし､各Vocabulary
をSuperlearning)j式で作成したB4サイ71
-枚のプリント教材とその録吉テープを使用
した(浅川､199O,と同様)｢肉声の方が微妙
な声の調子や音量変化の効果的表現にはよい
か､学習条件を-一定にするために､教材を読
むのは [･め録音しておいて使用した｡
被験音の｢']己学習 LSelf Learning)には
voc.①､α学習 しαLearning)にはvoc.②を
用いたいか､被験者3には､実験教材を変え
て､それぞれvoc.③ とvoc.①を用いてみた=
グループ学習のケ- 7,ではvoc.①～⑥ を教
材とした､,
教材のプリントは､84語が4分され､それ
ぞれi障吾･発音記53-･語義が横に並べられて
一覧表にのようになっている｡自己学習では
このプリント (資料①など)が用いられるか､
α学習ては､このプリント (資料③など:b
はblue,rはredかその行にマーカーで塗ら
れることを意味する)に､ 1行目はそのまま
黒色だが､2行闘ま青色マーカーで塗られ､
3行巨=ま赤色マーカーで塗られたものが月日､
らiLる｡次の3行L同様に着色され､以下二
の繰 り返しで最後までいって仕上がる｡
B.事前指導
はじめに､英語習得と脳 (脳の発達､発達
と脳波)､心と身体の関係 (心理 ･生理学)､
記憶 と脳波(特に α波)､リラクセーションや
集中と脳波 ･腹式呼吸 ･αミュージックなど
について話し､ 卜分な理解と動機付けをして
から､次の α訓練 (αTraining)に移る
C.α訓 練 (α Training)とα学 習 (α
Learning)
Superlearningの次のような基礎練習を､α
7■Jl-架をBGMとLて流Lながら､行なう)こ
の基礎練習を､一日一回約20分で､6[射i-な
｢｡
(1川 ラ､ノク71練習A (身体的弛緩法による
リラ /クス〕
(2)呼吸練習
目 深呼吸練習
ロ1 腹式深呼吸
-1リズ､ミカルな呼吸練習
二)7,-ハーラーニンクの教材にマ /チ
した呼lTh練習
(3)リラックス練習B (心理的弛緩法による
リラ /クス)
学習舌の様子を見て､脳力開発研究所の脳
力開 発法 で あ る SRP (SelfRgulation
Program,自己恒常性開発プログラム1によ
り､It胴汗究所の α音楽を背景 (BGM)にし
て､リラL'クスと腹式深呼吸を統合した α波
の出る集中訓練を入れていく｡
これまでの実際経験から､まず第一に心身
の緊張をは く＼してα波がよく出るリラクセ
ーション状態から､ポリセンコの腹式深呼吸
により不安のサ イクルを切断 して精神の安
定 ･集中したα波状態を深めるように訓練す
る｡このようなα訓練 (αTraining)をし
て､α波がでるようにLてからス--ラ-二
ング式の学習をするのを､本研究では以下α
学習 (αLearning)と呼ぶことにする (純粋
のス---ラ-二ングとは違うリラクセーシ
ョン ･腹式深呼吸 ･α音楽などを､研究結果
､W l Lj-i,"Ih"!1.菜芋1'-I:二1,1ける,.｣位と恥'hfi ･､α波
(浅川,1990等1に基ついて､より効果的な
方法として抹用しているのて)
以 Lの α訓練をしてから､英語の関係の学
習において数回の α学習を昨年行なったこそ
の後-午経過した平成 4年 5日から10日にか
けて本研究をしたが､今回は,ボランティア
に試行してみたところ､特別に改めてα訓練
をLないでも､α学習か可能なことが分かっ
たので､α訓練期間を設けずに､調査研究を
進めたo
D.脳波測定
脳 波 (brainwave,欧 米 で は - 股 に
electroencephalogram,EEC)は大脳皮質の
神経活動による電位変化を現しているJ記録
は匝1際脳波学会の定める基準に従った電極配
置法による前頭極部Fp1､ 2と耳菓Aとの問
で脳波を記録する基準電極導出法 (refer-
entialrecording)による脳波を､FUTEK
BiofeedbackSystemFM 515が､5チャン
ネル (β､α Ⅰ､αⅠⅠ､αⅠⅠ､β)同時検 出
し､各チャンネルのレ-ルをバ-ブラ7で同
時に表 示し､コンビュ-ター (NECRL)に
よってグラフ化 (折線グラ7等)するO
α波 (α Ⅰ～αⅠⅠ)が学習時問に脳波記録
にどの程度含まれるかを示す α波出現率は
α波百分率 (percenttimealpha)で表現す
る｡
なお､実測に際しては､どの程度の振幅以
上のものをα波 として取 り上げるかが問題
であるか､大熊 (1992)の α波か7/JV以上
である場合をα波の出現 と見徹 して測定 し
ている研究例を参考に､上記FM 515のレベ
ル を も考慮 に入れ て､本研 究 では 閥値
(thresholdvalue)は7.5/JVに設定する｡
アーチファクト (artifact,雑音)､すなわ
59
イズ)が混入していると､FM515はア-+ 7
ァクトランプか点灯したままて､脳波検出機
能か作動し始めないので､そのランプが消え
て､脳波検出可能になってから測定を開始し
た｡
E.学習
1.自己学習 (SelfLearning)
(1)第1回学習前テスト (プ リテスト)
上記教材の ｢英単語一一級｣のfrequency5
のvoc.① (資料 1)に基ついて作成したテ
スト① (資料 2)により､被験者が学習前
に実際どの程度既に知っているかを調べた｡
時｢制ま7分間｡テストは客観テストで､偶
然件を少なくするために21の中から選ぶ多
肢選択 (multiple-choice)法で行なった｡
(2)第 1匝】学習- 日己学習 (Self Learn-
ing)
F17己学習は､被験者が自分で平常してい
る学習法で学習するっ読んだリ､書いたリ､
言ったりして､自己の記憶方略などを活用
しての学習である｡従って､個人的相違は
当然存在するが､各学生の実態としてのFEl
己学習における記憶･α波 (出現)と､α学
習における記憶 ･α波 (出現)の比較のた
めこのように設定したC学習時間の22分30
秒間の脳波測定を行なった｡この後3分休
み次のテストをした｡
(3)第 1回学習後テスト (ポストテスト)
臼己学習で教材をどれだけ記憶したかを､
その教材に基づいて作成したテストにより
調べた｡テストは7分間行なった｡
(4)10分間休憩｡
6日
(5)第2回学習- ｢′t己学習
前回同様にして､自己学習を22分30秒聞､
その学習中脳波測定を行なった｡
(;)第2回学習後テスト
前回同様にして､テストを7分間行fcL-,
(7)4週間後テスト
前回学習後テストと同様に､テストは7
分問行なった｡
2.α学習 しαLearnlng)
(1)第 1回学習前テスト (プリテスト)
前述の ｢英単語一級｣のfrequency5の
Ⅴ()C.② (資料 3)に基づいて作成したテス
ト② (資料4)により､被験者が学習前に
実際どの程度既に知っているかを調べた｡
時間は7分間Cテ71トは客観テストで､偶
然性を少なくするために21の中から選ふ 多
肢選択 (multiple-choice)法で行なった｡
自己学習のプリテストと同じテスト法であ
る｡
(2)第 1回α訓練 (αTraining)
上述のSRPによるα訓練を､脳力開発
研究所のαlLl'IJ･楽をBGMとして､8分間行
なった (脳波測定)｡(α波かよく出る場合
は時間を約 2-3分｢邸まどまで短縮化し
た｡)
(3)第 1回学習一 α学習 (αLearning)
PartA
落ち着いて α波が出る状態になったと
ころで､α学習に入る｡腹式呼吸をしなか
ら､テキストを見て､テキストが読まれる
(テープ録音)のに耳を傾ける｡読む声の
調子は､1行目 (黒色)は普通に､2行目
(青色)は弱 く､3行目 (赤色)は強 くと
変化する｡この､申 ･弱 ･強の音声変化が､
一･定の リズムの陥りやすい里調さを破って､
記憶のための意識集中力を増す｡次の3行
も同様にして行なわれ､次々と同じことか
繰 り返されていくー黒色のところは普通の
声で叙述的にたんたんと､青色の部分は優
しいささやき声で､赤色は大きな命令的な
声で支配するような調子で行なう｡だか ら
意味と調子か会わないことがあるか､その
場合の意外性か単調さを打破し記憶を確実
に定着させるのを補助する｡このようにし
て84語 (句)が読まれてPartAが終 J′す
る｣学習時帖ま11分15秒間 (脳波測定)で
あった〔〕
なお､読む順序は､これまでの研究 (浅
川､1990)により､スー - - ラ ー ニ ン グ式
の日本語-英語の順序を､英語-｢日 工語-
rjtL.UTLの順次 (浅川式)に変更Lた､こうす
ることによりR一失､英-Hが学習され､
H英のどちらからでも訳語が直 く･に思い出
せ､実用性が高まると共に記憶保持率も高
まったからである｡
PartB
続いて､α晋楽が流れ､これをBGMと
して84語句がPartAと全く同じに繰 り返
し朗読されるか､PartBでは､テキストを
見ずに､臼を軽く閉じて聞 くO開眼状態の
万か､開眼状態よりも､α波か出現しやす
い▼二二で､姿勢を止 しく維持することか､
安定した α波状態を保つ為に非常に重要
である (佐々木､1982,村木､1984,浅Jl),
1989など)｡そうしないと､居眠りに移行し
てしまうことがあるからである｡学習時間
は11分15秒間 (脳波測定)｡
α学習時間は､以上を合計して､22分30
ti1日I 姓語語′i(i:苧字引二おける.言己憶 と淋']波 Jα波
秒であり､自己学習時間と同一である｡〕
α音楽は､英語の終了後も､3分間続け
るO閉眼のままで､この素晴らしいα ミュ
ージックを静かにエンジョイする｡高木
(1982)などが言っている､記憶を良くす
る方法の一つとして､覚えたら脳を休める
ことが必要である｡記憶痕跡の整理の時期
に､脳の記憶固定活動を乱すような情報 ･
行動があると､せっかくの脳神経細胞の整
理活動が乱されてしまうから､記憶の固定
効果あげるためには､静かな気の散らない
環境の中にいる方がよいわけである｡もつ
と長時間とりたいが､学習を大学のひとこ
ま90分の中に入れるのには､これが限度で
ある｡
(4)第 1LiR]学習後テスト (ポストテスト)
α学習で教材をどの程度に記憶 したか
を､その教材に基づいて作成したテストに
より調べた｡テスト時間は7分間｡
(5)10分間休憩O
(6)第 2回α訓練 (αTraining)
SRPによるα訓練を､α音楽をBGM
にして､3分間行なった｡
(7)第2回学習- α学習 (αLearning)
前回のα学習と同様にして､PartAと
Bの両方を行なった｡学習時間も同じ22分
30秒 (脳波測定)｡
(8)第 2回学習後テスト
前回の学習後テストと同様に､テストを
7分間行なった｡
(9)4週間後テスト
前回学習後テストと同様に､テストを7
分間行なったD
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Ⅴ.結果および考察
自己学習 とα学習の結果を図 1以一十に示
す｡横軸にテスト､縦軸に%でテストはその
正答率を､α波は閥値 (thresholdvalue)7.5
〟Ⅴ以上の場合の出現率を示す｡
被験者 1 (Sl)のR己学習 (図1)にお
いて､学習前のプリテストの正答は3分の 1
で､1回～2回と学習を重ねると20数パーセ
ントずつ記憶量が増加して80%まで到達する
が､4週間後には3分の 1近 く(忘却34.3%)
忘れてしまっている｡これは被験者の学生が
語るところによれば､本人が日頃経験してい
ることと全 く一致しているとのことである｡
ところが､同学生が α集中訓練後の α学習
し図5)において､プリテストで自己学習の
場合とほとんど同じであるのに､学習毎に約
300/.パーセントの伸びを示して920/.にも達し
ている｡しかも､4週間後の忘却率は6.5%(自
己学習の約 5分の1)だけである｡被験者が
語るには､4週間後のテストで､日己学習し
た語菜は一生懸命に思い出そうと努力したの
にどうしても.思い出せないのが沢山あったけ
ど､α学習した方の語葉は努力しないでも自
然に頭に浮かんできて解答できたのが不思議
とのことであった｡両者のα波の出現率を比
較すると､自己学習においては30%前後なの
に､α学習においては約倍の60%台となって
いるのが､大きな相違である｡
なお､α学習に際して､時間の関係上､い
つものように α訓練を事前に6回 (～10回ぐ
らい)取ることなしに､前述の調査方法に記
したごとく数分間 α訓練をしてから学習し
ただけであるが､前年のα訓練の効果は､条
件反射的に､この学生に現れた｡したがって､
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図 8 S4 0学習
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図12 S5 0学習
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以 卜､被験者の学生たちも同様に､今回特別
に､事前のα訓練は行なわなかった｡(しか
し､事前の α訓練をしてからα学習をすれ
ば､一層 α波が出現し､もっと学習効果が上
がり､記憶保持率がよくなっただろうと推測
される｡)
被験者2 (S2)の自己学習 (図2)にお
いては､プリテストはSlより高いが､これ
は比較的上位の学生であるので､実力の差と
考えられる｡ 1回の学習で43%上昇し､2回
学習で満点となった｡第1回学習の伸びは､
Slの約倍である､α波の出現率もSlの倍
である｡α学習 (図6)においては､プリテ
ストは自己学習とほとんど同じであるが､1
回 α学習しただけで1000/.､2回学習後も満
点となった｡ α波が80%前後出現している｡
4週間後テストも忘却はごく僅か2%ほど見
られるだけである｡臼己学習でも満点に到達
したのに､4週間後は約3分の 1忘れてしま
っている｡自己学習の忘却率は α学習の約13
倍である｡α波の出現率が自己学習の方が α
学習よりも約23%も低い｡
被験者3 (S3)の場合は､図3に見られ
るとおり､自己学習においては､プリテスト
が3分の1ほどでSlと同じくらいであるが､
1回の学習で80%台に上昇し､2回学習後に
は100%完全に出来た｡しかし､4週間後に
は､忘却が激しく.覚えたま吾桑の35%i),思い出
せなかった｡α波の出現率は第2回学習中の
方が低いのが特徴的に見られる｡α学習 (図
7)においては､プリテストの結果が異常に
低いが､ 1回学習しただけで80%近くまで急
速に伸び､2回学習で98%に達している｡各
回 α波の出現率は60%台で､4週間後の忘却
率は1%に過ぎない｡S3は α学習直後の感
想をこう記した｡｢今日は目を開けている時か
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ら頭の中がぼんや りしていて､(PartBで)
目を閉じたら､さらに眠く､ただ音が頭の中
を通 り過ぎているという感じで､意識的に聞
き取ることができませんでした｡｣前夜の寝不
足で疲労していたとのことであった｡(こうい
う状態の時には､この学習を中止して､休む
べきだったと筆者は反省した､約束を守って
来てくれたことに感謝しながら｡)偶然的結果
として､このような悪条件下でも､α学習は
可能であることが判明した｡
被験者 4 (S4)の学習は､自己学習 (図
4)における､事前テストの27%は低いけれ
ど､1回学習すると60%へ､次の学習で75%
へのぴたか､4週間後には忘却率13%となっ
てしまった｡自己学習到達度は被験者の中で
は最低であった｡S4が ｢どうしても暗記で
きないで困る｣と語った現実の悩みの一端か
ここに現れている｡一方､α学習 (図8)の
ケースでは､事前テストは自己学習とほとん
ど同じなのに､1回の α学習で73%へ､2回
目のそれで96%へ上達し､4週間後で､成就
率はほとんど変わらない｡α波出現率は81%
で､S2のα学習2回目と全 く同じであり､
記憶保持率も同様に非常に良かった (98%)D
自己学習における忘却率はα波学習の約 5
倍も高かった｡
本人の感想二｢α学習では､久しぶりにα
音楽を聞いたのに､1年生の時のように､ス
ッと音楽に聞き入れられたように感じました｡
単語は､目をつぶって､耳をテープの方-傾
けて､単語のスペルを思い出しながら聞いて
いたら覚えやすかったような気がしました｡｣
さらに､4週間後テストでは ｢自己学習の方
は最後の方はほとんどさっぱり覚えていなか
った｡あれほど一生懸命に覚えた方を忘れて､
α学習でなんとなく覚えた方を､沢山覚えて
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いられたのが不思議です｡｣という次第で､S
4は英語を覚える能力 (脳力)は自分にもあ
ることに自信を持った*｡それから安定した
精神状態で能力発揮できるようなα波状態
になる方法とその状態を自覚し改善できるよ
うな訓練 (バイオフィー ドバックによるα波
訓練)をしたところ､普通には､かなり訓練
しないと到達するのが容易でない程の α波
優勢状態のところまで､忽ち上達してしまっ
た｡その後､学習に自信を持って励むように
なり､魅力的な笑顔に戻っていった｡
･[実は､S4は､英語がどうしても覚えられ
なくて困り果てて､特に丸暗記を要求される
科目には欠席が目立つようになり､自分は駄
目だと思い込み､とうとう学校を退学したい
と決心して､友達と筆者のところに､お別れ
(?)の挨拶に来たのが､ことの始まりだっ
た｡α学習のことをその友達から聞いて来た
らしい｡事情を聞いて､筆者は､S4が頭脳
明断で､記憶力も非常に優れていることを､
昨年度の自分の講座のあの難しい内容を良く
理解して記憶し､素晴らしい答案を書くこと
が出来たことを例に話した｡インプットを阻
害する情意フィルター (affectivefilter)をα
波訓練で除外すればS4の素晴らしい能力が
発揮され記憶も出来るようになる筈だ､と話
した｡それから学習した結果が図4･8であ
る｡4Sの自己学習 (図4)は､自信喪失の
極にあって､厚い情意フィルターに閉ざされ
て､半信半疑学習したためか､2回学習後の
到達度が他の誰よりも低かったoLかしα訓
練により､α波が良く出るようになり､リラ
ックスし､不安のない落ち着いた精神状態
(affectivefilterの低減)になり､α学習が
順調に行なわれ､2回の学習でほとんど全部
覚えてしまった(図8)｡α波は､第2回 α学
習 (図31)の PartA (開眼状態)においてさ
え､α波の連続的なしかも強い出現か後半に
はあり､それが PartB (図32)へと続いた｡
この結果の素晴らしい記憶保持率 (98%)が
S4の自信を生み､その後のバイオフィー ド
バックによるα訓練と相侯って､確信とな
り､積極的学習者となっていった｡]
以上被験者 4名のデータを平均してみると
次の図のようになる｡自己学習 (図9)にお
いてテスト結果は､学習プリテスト35.4%､
第1回学習後70.8%､第2回学習後88.7%で
4週間後は63.1%となり記憶保持率 71.1%
(忘却率 28.9%)となった｡α学習 (図10)
におけるテスト結果は､学習前31.0%､第1
回学習後78.9%､次の学習後 96.4%となり､
4週間後が93.4%で､記憶保持率は96.9%(忘
却率3.1%)となった｡両者を比較すると､α
学習の方が4週間後の記憶保持率は25.8%良
く､忘却率は3.1%対28.9%であるから9.3倍
も良かったことになる｡ α波の出現率は､自
己学習では､第1回学習中43.6%､第2回の
それは42.0%で､平均 42.8%､α学習では､
それぞれ66.9%と71.9%で平均 69.4%あっ
た｡総結果的には､α学習の方が α波出現率
は26.6%良く､記憶保持率も25.8%良く､忘
却率は9.3倍良かったことになる｡
なお､この平均値を､大学 1年生5名のグ
ループ(SGr)による同教材の連続的α学習
全体 6回行なったケースの最終回の平均値
(図11)と比較する｡結果的には､両者ほと
んど同じ傾向にあり､記憶保持率の第2回学
習後から4週間後への減少勾配も同じである
(3%減)｡従って､今回の α波を測定しなが
ら個々に行なったα学習とグループによる
α波学習とは同一結果になった言えよう｡
個々のケースを､図1-図8により再吟味
J太目I.英語講葉学習における記憶と脳波 (α波)
すると､幾つか気付くことがある｡図1-図
4は自己学習で､図5-図8は α学習であ
る｡上下の図は被験者 1-4 (S1-S4)
がそれぞれ比較できるように配置した｡
記憶保持は､学習後4週間経過すると､α
学習ではほとんど変化ないのに､自己学習で
は一見して直ぐ分かるほど衰退してしまって
いる｡
α波出現率について比較すると､各個人で
は､α学習の方が自己学習より全員良く出て
いる｡図2と図5においては､S2とSlの
2回の学習中の平均は55.2%と63.4%である
のに､記憶保持率の減少 (忘却率)が5対1
ほど (31.0%と6.5%)も差かあるのは何故
か ?
そこで､別の観点からこれを検討する｡ α
波の振幅の時間的経過を脳波再生グラフ (図
21-図32)で調べる｡被験者1 (Sl)～5
(S5)のグラフは各ページに一八分ずつ縦
に並べてある｡グラフは横軸に時間が分単位
で､縦軸には脳波が5チャンネル 二β波､α波
Ⅰ(Slowα)､α波Ⅰ (Midα)､αII(Fast
α)､β波に平行的に並べられ､各脳波は基準
緑をo/JVとして､振幅が上に ドット目盛で
5番目の トノトが25JLVを示す0時間は各学
習ともに22分30秒であるが､グラフによって
は､その半分の11分15秒を読みやすくして横
に拡大してある｡
被験者 1(Sl)においては､α波は､第
1回自己学習 (図21)では少し現れては消え､
第2回自己学習 (図22)でも幾分良くなって
はいるけれど､似た状態である｡このように
α波が断続的な出現状態では記憶保持は良
くない (図 1)｡第 1回α学習 (図23)では､
前半 (PartA)の開眼状態でもα波は自己学
習より良く出現してはいるが断続的である｡
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後半 (PartB)の開眼状態になるとα波は連
続的に出現している｡第2回α学習もこれと
ほとんど同じである(図略)｡記憶保持率はα
波が連続的に良く出ている場合には4週間後
もあまり下がらない(図5)｡教材が読まれた
時間に脳が α波状態である場合は長期記憶
に良くインプットされるが､そうでない場合
はインプットされ難いようである｡
被験者2 (S2)においては､α波は第 1
回自己学習 (図24).では非連続的であり､第
2回のも同様 (図略)で､記憶は100%から69
0/.-4週間で下がってしまった(図2)｡α学
習では第 1回と第 2回は同様なので第 2回
(図25:前半 PartA､図26:後半 PartB)
を示す｡PartAはSlと比較すれば部分的な
がらα波が連続出現しているところが多い｡
それとPartBのような出現率10%の安定
した高い α波の連続かあるとインプット良
好で記憶保持率も非常に良くて､4週間後に
おいても98%記憶している (図6)0
被験者3 (S3)の α波は､自己学習では
断続的で多くは出ていなくて(図27)､記憶保
持も良くなく(図3)｡しかし､α学習におけ
るα波は､特にPartBにおいてほとんど連
続的に高く良く出ていて (図28後半&図29)､
S2と同様に､記憶保持率は非常に良くて､
4週間後でも1%滅だけである (図8)0
被験者4 (S4)におけるα波は､自己学
習では断続的であり(図30)､記憶保持率は13
%降下している (図4)が､α学習では､第
2回学習の α波出現率が非常に高く､しかも
α波が強く出ていて､特にPartAの後半か
らα波が連続的に現れて(図31-32)､記憶保
持が4週間後でもほとんど衰退していないで､
記憶保持率は98.8%であった (図8)｡
被験者5 (S5)は､病気のために､予定
68 清泉女'､ア二院短期大′､;/二仰究紀紫(第11号l
どうりにはできなかった､しかし､1回の α
学習が貴重なデータとなったOα学習の前半
PartA (図33)において､α波が非常に良く
出ているだけでなく､後半 PartB(図34)に
おいても､断続的ではあるが､良 く出ていて
(図34)､前後平均で α波出現率は89%にも
なり､学習後テスト94.0%は4週間後におい
ても変わらな く､忘却率 0%であった (図
12)｡図33と図34の2つのグラフを重ねてみる
と､PartAでα波がでていないところは､
PartBではほとんどα波が良 く出ていて､
相互に補完している｡両者共に､同一 テー プ
を使用しているので､記銘材料は α波状態の
時に少なくても一度は脳にインプットされて
いることになったと思われる｡
結論的には､連続的な α波の出現率が高け/
れば高いほど､記憶保持率 も高いと言えよう｡
即ち､α波状態において､英語が良くインプ
･ソトされ､記憶保持率が非′削こ高い (忘却率
が非常に低い)ということか､本調査研究に
より実証された｡
Ⅵ.結論
α学習においては､グループ学習と脳波測
定しながらの個人学習との記憶保持率平均は､
97.2%と96.9%であった｡(不慣れなセンサー
などで緊張し､それが記憶の障害になりはし
ないかと心配をしていたが)｡ α学習におい
ては､ブル-プ学習でも個人学習でも､記憶
保持率は非常に高いことが判明した｡/
表 1 自己学習とα学習の平均値比較
自己学習 α学習 差
学習後成就率(正答率) 88.7% 96.4% 5.9%
α波出現率 42.8% 69.4% 26.6%
記憶保持率 71.1% 96.9% 25.8%
忘却率 28.9% 3.1% 25.8%
自己学習においては､α波出現率は低 く
(42.8%)ても､努力すれば成就率は高くな
り88.8%にも達するが､忘却率が高い (28.9
%)oα学習においては､α波出現率は高 く
(特にPartBにおいて高く)､努力しなくて
i)成就率は非常に高 く96.9%にも達 し､忘却
率が非常に低い (3.1%)｡結論的には､α波
出現率が高いほど記憶保持率は高 く､忘却率
は低い｡
脳波再生グラフを分析すると､α学習にお
けるように､α波が連続的に10JLV以上で出
硯していれば､記憶保持率は非常に高い(96.9
%)､しかし自己学習におけるように､α波が
断続的で平均 5/JV以下の出現では､記憶保
持率は比較的に低 くなり忘却率は高くなる｡
α波出現率が高 くて(88.8%)､α波かほぼ
連続的に平均 9/∫Vほど出現していて､4週
間後の記憶保持率100%のケースがあった(図
12,S5)｡これにより自己の能力に自信を持
ち非常に積極的 ･意欲的な活動をするように
なった｡
記憶自信喪失者でも､α学習をすることに
､klrL.英日,'tl.!r柔学;rl,tにIiける‖Lir古と81Thl左 ′α波
より､学習成就率･記憶保持率を高め､学習･
記憶に自信をつけ､生 き生きとした積極的な
学生になったケースかあった｡ (図8,S4)
α波がバ イオフ ィーバ ック装置で確認 さ
れ､とのようにすれば自分でそれを出し､安
定 した α波状態を保つことができ､自分の意
識集中 ･記憶保持率 を高めることができるか
等が､十分認識された結果､学生たちは時々､
バイオ7イーバ､ソクを活用して自己能力 (脂
刀)開発に努めるようになった｡｢今 日は !ど
うもこのごろ気が散ってこまるので､ちょっ
とバイオで集中力を !｣ と気軽に活用しては､
α波出現率を高めた り､α波のレベルア ノブ
(7.5JLV-10-15JLVなど)に努めているO
以上のことを総合すると､英語の語葉学習
成就率 ･記憶保持率などを高めるためには､
α波出現率が高 く､α波が連続的に高 く出現
しているようにすること､およびこのような
状態を身につけるために α訓練が有効であ
ることが本調査研究により科学的に立証され
た｡
将来的にすべ きことは､被験者数を統計的
に有意義なほどに多くすること､α波訓練の
高度化 と能率化､より高度の脳波計､バイオ
7ィ- ドバックの活用などにより､一層高度
な英語学習の能率化を可能にすることである
と思われる｡なお､α学習が､記憶だけでな
く､情緒的に落ち着いて自己の学習能力に円
信を持って意欲的に学習するようになったリ
するような全人的影響面についても､今後総
合的に調査研究されねばならないだろう｡
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ni】
【lh卓vit3bH】
【inf盛はbl]
linEantl
linE丘kI(a)n]
linE5:r]
Eヨherohe
I.[Z)hlAtDrlc8日Y
ドEZ)hockey
EZ]holteBt
i⊂コhon印tT
ナ【オhorbe
E】ho書tilty
♭Elhot
rE]huge
田hurLdrum
♭EZIhlmOrOul
EZHdentはcatlonlaidとntifi･
EZ]ignorELnt
♭EZHl
r【∃ImagimLry
[コnIF
CS)女主人公
勘歴史的に
圏ホッケー
田正直な･.本物の
匿l正直
圏P,;禾P,
匿仮せ ;(･tie8〉職関
田熱い ;からい
田巨大な
恩田平凡(な);単!q(な)
田ユーモ ラ スな
圏身分柾明(書);確持
田触知の
出病気の ;沓い 匪p凄く
監l藩 ;災村
田想像上の
(略〉国蕨EZi甥基金
●InternationalMonetzLryFundの略｡
Z::芸 eocn. IE;慧 崇 .]
圏喝貝 田利FT)する EZHmpre88i,e)ylim prdsiv=】
匿)危険 ,冒険
ES]頑柿
匪刀盃く;ひとく
駄いじめる.やじり倒す
囲相続人 ;後継者
〔萄不叩 ;不571等
㈲必然的に
田絶対正しい
匿l田幼児(の)
圏伝典(柄)
喝推論〔桔輪〕する
●名同形はiJIEcrence【fntaranS]｡
E]inauentiAl
iEainLormELl
r【∃ingenuity
EヨJmgentl0uB
JEZ)inheritance
rEコIntltlm8n
〔Zlinttlate
～EZ)injury
r【ヨInju8tlce
E∃ink
H∃innocent
TEヨinLIist
回lnJ)Ⅰ8tenCe
T'EZ]in8tAl
lnE]u占nl(a)]
rlnf5:rm(a)1]
lind3in(j)a:i･
ti】
【J'nd36m)'uas]
【inh卓rit(a)ns
linhjd:man】
linL/iとit】
〔ind3ari】
〔ind3J(stis】
link】
【lnasnt】
[hlSlst】
lins†st(a)ns]
linst5:]
回inBtinctively【instLT)(kト
切inFtruCt
b巨ユinBuranCe
tivli]
〔instr一(kt】
lirlJG(:)r∂ns]
田影哲を及はす ;有力な
田非公式の ;形式ぼらない
匿搾り発 ;和巧
彪率直な ;まじめな
匿】iB産 ;相続 ;iB伝
田非人間的な;冷稔な
取始める;敬える
匿!負傷 ;損書
画不正(行為)
囲インク 厨記入[m印]
する
巴Z柏TC邪気Ii.爪罪の
助主弓馬する
匿】主張 ･,強関
田設置する;任命する
圏本能〔直扱]的に
田指示する;敬克る
囲保険(金 ;料)
｢〔∃lndi8
E]hdic8te
CZHnhke
b 回IntegrAtion
r回Intellgent
EZ]Intend
♭EnnterACtZorL
【IntとIk】
lIntigr丘ト
I(a)n]
【int占lト
d3(3)nt]
lhtind】
〔intar盛k･
E]interdependent【intardip6n-
Idant】
EZHnterference【int3rfI(,.)r-
i EZHrltrOductlon【lntr3d/k･
｢ 巨】invAltlBble
EZHnYention
b 【∃In▼entory
ドEZHn▼CBtmerLt
I(3)n】
linv261ju(3)-
bl】
linv占nJ(a)n]
llnyante):ri】し.
【inv占S(tト
Tn3nt】
圏模倣
助不完全 IL
働堂々と ;感動的Iこ
田独立の ;依存 し1-い
Ei)インド
倒丑す
【有耽り入れ ;収入 ;りi順
庵)統合 ;完成
田知的fL;利口な
t田忠図する;つもりでいる;
･.しようと思う
度胸正作相
田相互依存の
匿卜干渉;妨辞
匿l解釈
固まぜ〔杓り]合わせる
田好奇心をそそる
圏松雄
匿I招介 ;帝人
田ひじ.tうに類題な
匿I発明(初)
園田財産目線(を作る);荏
凍品(を調べる)
監l投真
資料2
1.gqjde ( ) 肋地1
2,hJLm畑 ( ) 重く,ひどく
3.heAd山 e ( ) 天才;特質
i..p ndLAther ( ) 生息地:住所
5.giJLht ().悲嘆(のもと)
6.heckle ( ) 案内(香) .尭内する
7.hdL▼JLy ( ) 祖父
8.hbitAt ( ) 馬具 由利用する
9.genitLS ( ) 柿
10.hzLZArd ( ) 危険 ;冒険
ll.h山f ( ) いじめる;やじり倒す
12.h抄Yily ( ) 寛大fl.気駒のよい
13.hzLir ( ) *6
1Ll.grieE ( ) 羊')シ十
15.hrdworking ( ) 毛;真
16_Greece ()巨人 巨大な
17.ghd ( ) 頼長人 ;後挺着
18.generOtJB ( ) 中途の〔に.まで〕
19.heiL ( ) うれしい ;喜ばしい
20,G｡d ( ) 半分(の)
21.gtLZLrd ( ) 見張り(香)(をする)
問 :下の諸群A,B,C,Dにおいて､それぞれの英夢の意味は､右側の日本喬のどれか､
()内に番号で答を記せ｡
i.imJLか 8ry ( : 模倣
2.1血tor血lT ( ) インド
3.humdrtLb ( ) 不完全な
4.ht,ge ( ) ユーモラスtl
5Iinit■tioP
6.nlF
7.indeJmJeJlt
8.hon世tT
9.ZJTlJXrfeet
10.il
11.heroiJle
12.htLmorotLB
13.impreBei▼e)y
lLI.hot
15.jgnor8nt
16_hor群
17.hone血
18.hdiA
19.hockey
( ) 圭々と;慮私的に
( ) 如知の
( ) 丑便上の
( ) ホッケー
( ) 身分証明(杏);確ZE
( ) 正す
( ) 局 ;木馬
( ) 歴史的に
( ) 正直な;本物の
( ) 巨大な
( ) 女主人公
( ) 独立の.1依存しない
( ) 軌 ､;からい
( ) 平凡(な);単珂(l)
( ) 故意,(･tieB)職印
20.hoBtihty ( )(JB)国蕨並貨基金
21,identi丘czLtion 掃気の ;毒如､ 蛮く
悪 .次席
i.inLorJZLAZ
2.ingetltLOtL8
3.injudcC
4.initi&te
ラ.iJteYttZLblT
6.iJtgthdt7
7.iJ)jq∫7
8.inLectioJt
9.ihhtLmAn
10IizwtinctiyelT
I1.infer
12.ineqqJlity
13.il血ulble
14.inAuetlthl
15.izLArtZCt
16.ink
17.iAJtOCez)t
18.irLheritance
19.inBiBt
20.iJtBiBteZ)Ce
21.izLBtlru ce
CLASS NO. NAME
( ) 必然的に
( ) 率直1;まじめrl
( ) 絶対正しい
( ) 不正(行み)
( ) インタ 臥 【刃艶
( ) 保険(金 ;料)
( ) 影管を及ぼす ;有力1
( ) 不等 ;不平等
( ) 始める;載える
( ) 主張 ;強巧
( ) 非人間的な.冷酷fl
( ) 負傷 ;板書
( ) 非公式の ;形式ばら
( ) 丘虫(病)
( ) 無邪気な;佃罪の
( ) 指示する,救える
( ) iB産 ;相続;in伝
( ) 利発;持巧
( ) 推削 轄削 する
( ) 本能【直較〕的に
( ) 主張する
ない
1.inbrEcr.nc. (X認 諾 ミミ苧る);荏
2,iJtel]igent ( ) 辞釈
3.interpretAtion ( ) ひじJ:うに先立IL
4.iJterTeA▼e ( ) 好奇心をそそる 胎諜
5.hterteti｡t ( ) 干渉･;妨官
6.itLterJependeTLt
7.intripe
8.ilt▼匂tment
9.inteTLd
10.integTltiotL
11,h▼ehtCry
i2.iJl▼tltl&ble
13.ITtTOJt)ctiort
14.h▼eTLtioh
15.intde
16.ghost
17.i山t81
18.inLLtLt'巾
19.gre的e●
20.gti血nce
( ) 拍互作用
( ) 和介 ;帝人
( ) 知的fL,p利口fl
( ) 成合 ;完成
( ) 投SF
( ) 取 り入れ ,収入 ;摂収
( ) まぜ【放り〕合わせる
( ) 発明(初)
( ) 相互依存の
( ) 恵団する･つもりでいる:
( ) 表`す
( ) 幼児(の)
( ) 指導 ;手本
( ) 設正する;任命する
( ) 亡霊 ;まぼろし
21･indjnk ( 'ぐ 霊芝芸子猷胎
MARKS
?? ? ?? ? ?
?? ? ? ㌫?? ? ? ?
?
? ?? ? ? ??? ? ? ? ? ?
?
?? ? ? ?? ?? ?
?
?
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賛料3 FREqUENCY6
'Ifi泉/lAlf:院Jfti期人′､芋川究*Li安 √第115JI
CLASS NO. NAME
EZ]irLYOIvementtinvdlv-
らEZ)jacket
ト切JBpan
EZHoy
♭巨ヨktndness
rEコInboriouき
【オ18mentAbte
L[コLLLh
〔Z日8tter
EZ)lawyer
LCZ日eAther
E】lecture
〔コleg
圏巻き込み ,迎座 ;囲惑 回lord
もEZ日o▼ely
匿】ジャケット;カバー
匠相木
囲書び(の確)
匿働切(な行為)
四竹の折れる;QJ)旭Ii
昭悲しい ;嘆かわしい
⑬田ラテン(の)領
田後者の -former
国井捷士.'法律家
園田皮革(の)
田園的沸くをする)
圏脚 ;《ある行程の〉区切り
･+thelilStl叩 OEthistTIpはr今庄の旅行の政後の行程｣.
LE11egend8ry
GZ]leTTtOn
CZ日ibet.Ation
L[Z]]lfeleBJ
【オliLetlme
【オIight
LEZHhen
aIiJBt
回IiBterL
i【ZHoneline朗
EZHooBe
田伝脱の ;伝脱的な
圏 レモ ン
脚解放
田生命のない
園田生涯(の)
EB光 ;明るさ;見方
園田 リンネル(の)
【罫固衰(にあげる)
固也く
EB孤独 ;寂しさ
巴∋自由な;解かれた
EZ)mercy I【mS:rsil t凪接近 ;.TBみ
●MerCykiLli叩 け r安楽死J(-euthAn89iA).
LEZ]middle
GZ)(the)mid
cl8JLB
EZ)milk
LEZ)minerAl
ドEZ)mlTtOrlty
EZ)Tnlr8Cle
♭回mi8CMeY
rEZ)叩Ibez.Abl
CZ)ml朗
bEZ]MiBBi朗ippi
rtA mlAunder山 nding
EコmodeOt
bEZ)moon
rEZ)moreoyer
【Z)munlclp81
L四mutuAlly
rEZ)my且elE
EZ)Tt8tion81i8m
lEZjeub8titute
ト【Z]8uit
CaeuppoBed]T
【mldl】
【Tldlklaes]
lmjlkl
lmh(a)r31】
lrnin5.･rJ'tl'oT
mai･】
tmlrakl]
[mistJivasュ
【mlz(a)rabl]
【mi9】
tmlsislpi】
lmls^ndar･
Sはndiり】
lmddist】
【mu:n】
lmo:rduvar]
lmiu(.1)n(si･
p(a)1】
【mjd:tluaH]
tmaiseLE】
〔n益J(a)naL-
lz(a)m】
【Sibstit(i)A:I
lsu:t]
【sla)pduzidli
l割田中央(の)
田中洗〔産〕階級
国防牛乳(をしぼる)
箇田鉱物[巾枝物〕(の)
宙少欺(派).･未成年
Ea奇跡
田いたずらlii有書な
田みじめな･,悲しい
田そこなう;･･･がいなくて
淋しい ;抜かす
〔ヨミシシッピー州
田虫解
田控え目の ;陪当1
四月.･j]光
固さらに;その上
田市(政)の ;国内の
倒相互に
圧ヨ私自身(杏)〔に]
圏国家〔粋〕主義
田代理をする〔させる〕
箇代理(人1.品)
田適合する[させる〕
圏スーツ;折PL.1;嘆打
倒想像上;たぶん
トEZ日uJEury
GZ)m8g82.irte
LE]mAgnet
rEZ)m813
EZlmanagement
ト【司mAnager
㍗E]mELnlptlhtlon
EヨmAnl血 cttuer
iGZ)mark
'E]m8BtCry
【l〇:rd】
【uvH】
llkl(a)ri]
lm由ga乙【:n]
【rn和nitl
【meH]
【m盛nid3･
mant】
lm垂nid33r】
lm3nipJ'ulei-
l(?)n]
【mねnjuf盛k･
tJ(a)rar】
lmcl:rk]
lm265tarり
CZ]mBterIAllBtlclmatl(:)rialLI
Ist･k】
【∃mAthcmBtlc8【ma=Oim益･
【∃meBJIleJI
E】meat
EZ)medlclne
【∃memorable
EZ)memory
t)'k91
lmI:zlz】
【mi:t】
lm占d(i)sn]
【m卓m(a)r3bl]
lm占m(3)rり
LGZ]merch8ndlBelm5:rtJ(3)n･
I daiz】
EZ)negothte
l【aTtegOthtlon
lni96uliHl
【nlge)uJはi･
I(a)n]
E]neverthele紳【nとval･8(3)･
EZ]newboJ･n
lEZ)nlghtm8re
1由】
【nU)也:b5:rn】
【nまitmtar]
E召主人 ;長 田威張る
田美しい ;かわいらしい
圏ぜいたく(品)
EB①雑技 ②火薬[弾薬]畑
③【カメラの]マガジン
田磁石
電IEヨ男性(の) -female
恩経営(帥);やりくり
EB支配人 ;やりくりする人
恩換作 ;ごまかし
圏製迭美春 ;工場主
野田しるし(をつける)
田柿並 ;支配(力)
田唯物論〔物焚主鎖〕の
国政学
EBはしか
国内
ES)典 ;医学
田妃tBすべき
雷妃tB;思い出;妃念
冨価品 田売毘する
田交渉する;煎り心える
匿I交渉 ;切抜け
風それにもかかわらず
田新しく生まれた
圏,g夢
･+形容何形はrLlghtmariSh｡
IEZ)noble Iln6ubl】 I田央族の ;上品な
一反魚信はIgnoblellgndubl]｡
切normELt
LEZ]North
AmericA
ドEZ)notAble
CZ)rLOYel
も巨コnudlty
rEコnumerou)
【anutrition
L〔コo■k
IE]ob】ectlon
【ヨobJectl▼ely
LE]obBerY8nCe
IE10bBerVAtlon
ln5:rm(a)l
【nっ:r8
3m6rika】
ln6utabl]
lndy(a)]
ln(j)a:diti】
【n(j)a:m(a)･
raS]
lnU)u:trt･
I(a)n】
【ot】k】
【abd34k･
I(a)n】
[3bd3丘ktivli
【abz5:rv-
(a)ns】
lhbzarV丘i.
I(a)n]
EZ順坪的な;正常の
田北TノT)カ
田注目に他する
圏小説 田目新しい
田はだか ;挟体(圃)
田たくさんの
田栄泰(物);栄泰学
田かしの木
圃反対 :界Jn
画客蚊的に
EB遵守 ;行事
電】岨疾 ;所見
賛料4
1.lJbtrBtion ( ) 衷(にあげる)
2.legendarT ( ) 骨の折れる:勤也l
3.lnen ( ) 光 ;明るさ;見方
4.jAcket ( ) 弁錬士;韓年女
5.htirL ( ) 伝蛇の;伝脱的tL
6.lonelineJS ( ) ジ十ケッ ト;カ′ヾ-
7.inv｡Ivemer.t ( ) _悲しい;嘆かわしい
8.lAyye, ( ) 後者の
9.li.t ( ) 巻き込み ;速度 ;困惑
10.18tter ( ) .自由な;解かれた
ll.lecture ( ) 孤独 ;宜しき
12.1iBt.en ( ) 解放
13.lemon ( ) ラテン(の)
14.looSe ( ) l)ンネJL,(の)
15.1eg ( ) 生産(の)
16.1ight ( )_JW;(ある行程の旭
17.hbori｡tlB ( ) レモン
18.1iLetiTne ( ) 皮革(め)
19.Japn ( ) %(
20.leather ( ) 耳珠(をする)
21.]Bmenhble ( ) E3*
切り
間 :下の語群A.8,C,Dにおいて､それぞれの美辞の意味は､右側の日本夢のどれか
()内に番号で答を記せ.
1.EEItd eB ( ) 主人;長 B威張る
2.mulpdJLtion ( )
3.mAPet ( )
4.1ord ( )
5.m■】● ( )
6.tnuterl ( )
7.JmnJLger ( )
8.m&n&geJtLeZlt ( )
9.memor8ble ( )
美しい;かわいらしい
荘官(仲);やりくり
qi物資【助耳主筏〕の
はしか
支正人 ;やりくりする人
操作;ごまかし
製丑兵曹 ;工場主
軟学
10.lultlrY ( ) _柿並 ;支巴(力)
ll.medicine ( )
12.nJJ･k ( )
13.merchndiJK ( )
14.Jn&glZIzte ( )
15.10▼ely ( )
16.JtIAhdJLCttLreF ( )
17.507 ( )
18.JZL&teriA払tic ( )
19.meTnOry ( )
男色(の)
瓜品 :売Ztする
妃蛤;思い出.1妃皇
妃也すべき
ぜいたく(品)
薬;医学
砥石
しろし(をつける)
肉
20.m&hcnLtiq ` '(@0禁 器 警禁 庫
21･meAt () さび(の荘)
1_llissiJ8ippi
2.muttl&1T
3.JTLOdeJt
4.Etiddle
5.mqAicip1
6.81LbStittLte
7.TtiJ8
8.TterCY
9.(the)middlecl出
10.miserable
11.mOreO▼er
12.nirBcle
13.miBtLnderBtATldiJlg
l4.JTLOCA
i5.miAChie▼otu
16.mhertl
17.nAtiozuliJm
18.milk
19.mTeeLF
( ) ÷蔽CJ､';技も-+-
( ) 有島
( ) みL=めな;悲しい
( ) いたずらな;有事fL
( ) 牛乳(i･しぼる)
( ) 放俊上;たぶん
( ) 控え目の;Fa当な
( ) 少故(托);未成年
( ) 一相互に
( ) 中央(め)
( ) 市(政)の場 内の
( ) 中流〔産油 叔
( ) 私自身(を)〔に〕
( ) さらに;その上
( ) 鉱物〔At枝物】(の)
( ) 虐政;芯み
( ) 月;月光
( 1 ま解
( ) 国東〔削 主義
そこなう;･･かいtLく
201mpposedlT ( ) ミシシ･/ど-州
21･minorit' ( )(篭 訂 aA'デせる〕
CLASS NO. NAME
I.novel
2.ntlntCrotLS
3.ob5cctioz1
4.NorthAmericI
5.Jtegoli&Le
6.obAer▼Atloz1
7.noble
8.ntldl'tT
9.objecti▼elT
10.ZteVborn
1Lmutrltiol1
i2.norznJL)
13.oak
1Ll.Zte▼erthek b
15.ZtOtAbJe
16.negothtLon
17.ob且er▼tnCe
i8.nightm■re
MARKS
( ) 客故的に
( ) 文族の;上品fl
( ) 柴本(物):発車学
( ) 交渉する;乗り也える
( ) 注目に色する
( ) たくさんの
( ) 北アメリカ
( ) 反対 .･弗皿
( ) はだか ;控休(画)
( 1 zB･F
( ) 小淡 田目新しい
( ) 較真 ;所見
( ) 損革的な;正音の
( ) 析しく生まれた
( ) かしの未
( ) 遵守;行中
( ) 交渉 ;切掛ナ
( ) それにもかかわらず
( ) 生命のflい
( ) 艶切(な行為ヽ
' '(雪雲 憲 SQ'噺
??
?? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ??? ? ? ? ? ? ? ? ?
??
? ? ?
??
